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能
の

美
み

市
し

の特
とく

産
さん

品
ひん

ふるさとの特
と く

産
さ ん

品
ひ ん

を育
そ だ

てる

農
のう

家
か

の加
か

工
こう

品
ひん

がブランドをめざす

農
のう

産
さん

物
ぶつ

を作
つく

って加
か

工
こう

して、売
う

ることを６次
じ

産
さん

業
ぎょう

とよぶの。

能
の

美
み

市
し

には自
し

然
ぜん

を生
い

かし、工
く

夫
ふう

した特
とく

産
さん

品
ひん

があるのだ。

丸
まる

いも植
う

え付
つ

け（福
ふく

岡
おか

町
まち

）

福
ふく

岡
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

3 年
ねん

生
せい

は、岡
おか

元
もと

農
のう

場
じょう

の協
きょう

力
りょく

で丸
まる

いもを育
そだ

て

ている。 5月
がつ

に植
う

え付
つ

けた種
たね

イモは、11月
がつ

に収
しゅう

穫
かく

する。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

国
こく

造
ぞう

ゆず（国
こく

造
ぞう

地
ち

区
く

）

和
わ

気
け

小
しょう

学
がっ

校
こう

5 年
ねん

生
せい

は 1 年
ねん

を通
とお

して、

国
こく

造
ぞう

ゆずの学
がく

習
しゅう

をしている。秋
あき

には、

ゆずの収
しゅう

穫
かく

や調
ちょう

理
り

を体
たい

験
けん

する。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

農
のう

場
じょう

見
けん

学
がく

（牛
うし

島
じま

町
まち

）

たけもと農
のう

場
じょう

へは、寺
てら

井
い

小
しょう

学
がっ

校
こう

と湯
ゆ

野
の

小
しょう

学
がっ

校
こう

が農
のう

場
じょう

見
けん

学
がく

をしている。イ

タリア米
まい

で 6次
じ

産
さん

業
ぎょう

をめざしている。

こ

こに

注目！注目！
ちゅうちゅう もくもく

加
か

賀
が

丸
まる

いも

丸
まる

いもの根
ね

切
き

り作
さ

業
ぎょう

（福
ふく

岡
おか

小
しょう

）

加
か

賀
が

丸
まる

いもでつくった焼
しょう

酎
ちゅう

「のみよし」

加
か

賀
が

丸
まる

いも

大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

に、五
ご

間
けん

堂
どう

町
まち

の澤
さわ

田
だ

仁
に

三
さ

松
まつ

と

秋
あき

田
た

忠
ちゅう

作
さく

が伊
い

勢
せ

参
まい

りの際
さい

、食
た

べておい

しかった「伊
い

勢
せ

いも」を「家
か

族
ぞく

に食
た

べさせ

たい」と思
おも

い持
も

ち帰
かえ

って栽
さい

培
ばい

したのが始
はじ

まりなのよ。昭
しょう

和
わ

九
く

年
ねん

の手
て

取
どり

川
がわ

大
だい

洪
こう

水
ずい

で粘
ねん

土
ど

質
しつ

の田
た

んぼに川
かわ

砂
ずな

が混
ま

ざりこん

で土
ど

壌
じょう

が変
へん

化
か

したことから丸
まる

いいもが

できるようになったのよ。

本
ほん

格
かく

　加
か

賀
が

丸
まる

芋
いも

焼
しょう

酎
ちゅう

「のみよし」は加
か

賀
が

丸
まる

いもからできているのよ。能
の

美
み

市
し

のふ

るさと納
のう

税
ぜい

返
へん

礼
れい

品
ひん

に加
か

賀
が

丸
まる

いもを使
つか

っ

た商
しょう

品
ひん

がたくさん採
さい

用
よう

されているわ。

小
しょう

学
がく

生
せい

も丸
まる

いものひげとり作
さ

業
ぎょう

に参
さん

加
か

しているのだ。先
せん

祖
ぞ

が持
も

ち帰
かえ

ってでき

た加
か

賀
が

丸
まる

いも生
せい

産
さん

を伝
でん

承
しょう

し、後
こう

継
けい

者
しゃ

へ

と引
ひ

き継
つ

いでくれる人
ひと

が出
で

てくるとい

いのだ。

データ

加賀丸いも
連 絡 先	 JA根上（根上農業協同組合）

	 （南加賀地区丸いも協議

会事務局）

	 0761-55-1104

住　　所	 能美市大成町リ40番地

岡
おか

元
もと

農
のう

場
じょう

の岡
おか

元
もと

豊
ゆたか

さんの話
はなし

やまのいもを海
うみ

の近
ちか

くで育
そだ

てるために、畝
うね

を高
たか

くした

り、棒
ぼう

をさしてつるを巻
ま

きつかせたり工
く

夫
ふう

をする中
なか

で、

丸
まる

くて大
おお

きくて、おいしい丸
まる

いもができてきました。

23歳
さい

から「加
か

賀
が

丸
まる

いも」をつくっていますが、これから

は先
せん

輩
ぱい

が私
わたし

に教
おし

えてくれたことを、同
おな

じように後
こう

継
けい

者
しゃ

に

伝
つた

え育
そだ

てたいと思
おも

っています。丸
まる

いもづくりを通
つう

じて多
おお

くの人
ひと

とつながりを持
も

つことができ、私
わたし

自
じ

身
しん

を育
そだ

てても

らったと感
かん

謝
しゃ

しています。
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データ

国造ゆず（国造柚子生産組合）
住　　所	 能美市三ツ口町28

関連施設	 こくぞう里山公園交流館

	 能美市和気町い21-1
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	 農林課

電　　話	 0761-58-2256

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-58-2297

データ

たけもと農場
電　　話	 0761-57-1919

Ｆ Ａ Ｘ	 0761-57-1848

住　　所	 能美市牛島町ロ175番地

SDGsへの取り組み

SDGsへの取り組み

たけもと農
のう

場
じょう

の竹
たけ

本
もと

さんの話
はなし

　代
だい

々
だい

、専
せん

業
ぎょう

農
のう

家
か

として主
おも

に米
こめ

を作
つく

っています。社
しゃ

員
いん

と

力
ちから

を合
あ

わせて、生
せい

産
さん

から販
はん

売
ばい

までやっています。

　今
いま

は、農
のう

家
か

が自
じ

分
ぶん

で作
つく

った米
こめ

を自
じ

由
ゆう

に売
う

ることができ

るようになりました。消
しょう

費
ひ

者
しゃ

に安
あん

全
ぜん

でおいしい米
こめ

を手
て

軽
がる

に食
た

べていただくために、いろいろな工
く

夫
ふう

ができるので

やりがいがあります。

　イタリア米
まい

を作
つく

るきっかけは、輸
ゆ

入
にゅう

品
ひん

は値
ね

段
だん

が高
たか

いの

で、地
じ

元
もと

で作
つく

ってみないかという提
てい

案
あん

からでした。品
ひん

質
しつ

の良
よ

いコメを苦
く

心
しん

して作
つく

りました。食
しょく

材
ざい

のニーズが多
た

様
よう

化
か

しています。今
いま

は、10品
ひん

種
しゅ

程
てい

度
ど

の米
こめ

を作
つく

り、外
がい

国
こく

米
まい

の国
こく

産
さん

化
か

や地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

をめざしています。

トラクターに乗
の

る体
たい

験
けん

特
とく

産
さん

物
ぶつ

の国
こく

造
ぞう

ゆず

収
しゅう

穫
かく

の体
たい

験
けん

活
かつ

動
どう

国
こく

造
ぞう

ゆずを使
つか

った商
しょう

品
ひん

イタリア米
まい

で作
つく

ったリゾットのキット

いろいろな米
こめ

多
おお

くの商
しょう

品
ひん

開
かい

発
はつ

国
こく

造
ぞう

ゆずたけもと農
のう

場
じょう

（牛
うし

島
じま

町
まち

）

大
おお

型
がた

の田
た

植
う

え機
き

やコンバインやトラク

ターがあって、乗
の

せてもらったのだ。 １

台
だい

が １ 千
せん

万
まん

円
えん

もする機
き

械
かい

もあるのだ。

大
おお

型
がた

圃
ほ

場
じょう

に大
おお

型
がた

機
き

械
かい

で作
さ

業
ぎょう

ができるの

で、少
すく

ない労
ろう

力
りょく

で米
こめ

を作
つく

ることができ

るようになったのだ。

和
わ

気
け

町
まち

の丘
きゅう

陵
りょう

のゆず団
だん

地
ち

を中
ちゅう

心
しん

として

国
こく

造
ぞう

ゆずの木
き

が約
やく

７00本
ぽん

、有
ゆう

機
き

肥
ひ

料
りょう

栽
さい

培
ばい

されているのよ。

小
しょう

学
がく

生
せい

が「ゆず団
だん

地
ち

」で体
たい

験
けん

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っ

ているわよ。木
き

にはとげがあるから気
き

を

つけながらゆずの収
しゅう

穫
かく

をしているのよ。

ゆずは、なべ料
りょう

理
り

やユズみそとして利
り

用
よう

されていることに加
くわ

え、これまで多
おお

くの商
しょう

品
ひん

開
かい

発
はつ

がおこなわれているのよ。

対象：５年生

調
しら

べてみよう

・ゆずづくりの苦
く

労
ろう

について調
しら

べてみよう。

・国
こく

造
ぞう

ゆずはどんな商
しょう

品
ひん

に利
り

用
よう

されているのか調
しら

べてみよう。

「ゆずの里
さと

」として特
とく

産
さん

地
ち

となっている

のは、辰
たつのくち

口温
おん

泉
せん

が「冬
とう

至
じ

のユズ湯
ゆ

」とし

て知
し

られていたことや山
さん

間
かん

集
しゅう

落
らく

でゆず

を日
にち

常
じょう

的
てき

に食
た

べていたからなのだ。

ゆずは、果
か

汁
じゅう

ドリンク、はちみつ、よう

かんなどで商
しょう

品
ひん

化
か

されているのだ。食
しょく

品
ひん

以
い

外
がい

でもハンドクリームとしても使
し

用
よう

されているのだ。

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

、石
いし

川
かわ

県
けん

特
とく

別
べつ

栽
さい

培
ばい

農
のう

産
さん

物
ぶつ

に

認
にん

証
しょう

されているのだ。

たけもと農
のう

場
じょう

では、 ７ 人
にん

の社
しゃ

員
いん

で農
のう

作
さ

業
ぎょう

や販
はん

売
ばい

をしているのよ。米
こめ

のネット通
つう

販
はん

で産
さん

地
ち

直
ちょく

送
そう

をしているのね。全
ぜん

国
こく

か

ら注
ちゅう

文
もん

があるの。ホームページにさま

ざまな米
こめ

の商
しょう

品
ひん

が並
なら

んでいるので、料
りょう

理
り

に応
おう

じて米
こめ

を選
えら

べるの。レストラン

や寿
す

司
し

屋
や

へも販
はん

売
ばい

しているよ。

イタリア米
まい

で作
つく

ったリゾットのキット

は、たけもと農
のう

場
じょう

で生
せい

産
さん

された米
こめ

でで

きているのだ。能
の

登
と

のキノコが入
はい

って

いるのでまさに地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

なのだ。のみ

ブランド認
にん

定
てい

品
ひん

なのだ。

パエリヤ向
む

きのスペイン米
まい

も生
せい

産
さん

して

いるのだ。輸
ゆ

入
にゅう

に頼
たよ

らない、食
しょく

料
りょう

の持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な農
のう

業
ぎょう

の姿
すがた

なのだ。




